
 

 平成２２年度 救命救急センター・ 

    麻酔集中治療科後期臨床研修プログラム 
 

 当院は富山県に 2つしかない救命救急センターを有しており、多発外傷・熱傷・中毒・ 

急性冠症候群など 3 次救急患者を 24 時間体制で受け入れています。ER での初療から ICU に

おける集中治療（緊急手術での麻酔を含め）を、当スタッフが中心となり行っております。 

 救急・集中治療・麻酔に興味のある若いスタッフを募集致します。 

 

１．スタッフ紹介 

救命救急センター長  廣田幸次郎 日本救急医学会専門医、日本麻酔科学会専門医 

麻酔集中治療科部長  古木 勲  日本麻酔科学会専門医 

部長待遇       西塚 一男 日本救急医学会専門医、日本麻酔科学会専門医 

部長待遇       吉田 昌弘 日本救急医学会専門医、日本麻酔科学会専門医 

部長待遇       米田 高宏 日本救急医学会専門医、日本麻酔科学会専門医 

医長         河田 将行 日本麻酔科学会専門医 

医長         原田 淳  日本脳神経外科学会専門医、日本脳卒中学会専門医  

医員         菊川 哲英  

医員         山形 忠永  

２．施設認定 

 救急科専門医指定施設 

 麻酔指導病院認定施設 

 

３．研修プログラム 

 Ａ．研修責任者  廣田幸次郎  

          吉田 昌弘 

 Ｂ． 研修期間   

  原則２年間とし、救急・麻酔に専従していただきます（尚その２年間に、他の診療科を 

  ローテートしたいという希望があれば、当院の中でローテートを考慮いたします）。 

  その後も救急あるいは麻酔を専門として選択したい方は、さらに当院での研修を積むか、 

  他の専門施設（他の救命救急センター、大学など）にて研修を行うか選択していただき 

  ます。また、他の診療科を専門としたい方も、次のステップが踏めるように応援・指導 

  いたします。 

 

研修プログラム例１ 

   救急・麻酔         放射線科       外科    

研修プログラム例 2  

  救急・麻酔          外科         循環器内科 



 

 Ｃ．到達目標 

  救急科専門医、麻酔科専門医を取得するための十分な臨床研修を積めるように指導 

  いたします。また、外傷初期診療ガイドライン（JPTEC,JATEC）インストラクター、 

  ACLS・BLS インストラクターなどの資格を取得できるように指導いたします。 

 

 Ｄ．経験すべき疾患・症例数 

  救急：年間約 2,000 台の救急車に対応しています。 

   日本救急医学会専門医制度に従い、必要な症例・手技を経験、習得できるよう指導し 

   ます。救急科専門医は、5年以上の学会歴と 3年以上の専門医 指定施設での専従歴が 

   必要です。当院は救急科専門医指定施設であり、当院での研修は、専門医取得のため 

   の専従歴になります。  （http://www.jaam.jp/index.htm） 

 

  麻酔：年間 2,000 件の麻酔管理を行っております。 

    2 年間の研修で、麻酔科標榜医と麻酔科学会認定医を取得できます。認定医取得後、

さらに 3年間の麻酔専従にて専門医を取得できます。（http://www.anesth.or.jp/） 

 

 Ｅ．募集人数 

 若干名の後期研修医を募集いたします。 


